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作
の
内
容
な
ど
Ｎ
Ｇ
集
を
ま
じ
え
な
が
ら
苦
労
話

や
経
緯
が
伝
え
ら
れ
た
。 

第
３
部　

中
央
会
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録

　

中
央
会
テ
レ
ビ
番
組
に
て
、
三
役
か
ら
の
会
員

募
集
、
各
委
員
会
の
活
動
内
容
を
Ｐ
Ｒ
す
る
映
像

を
、
中
央
会
の
パ
ワ
ー
、
団
結
力
を
一
般
の
方
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
例
会
で
収
録
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
時
間
が
２
分
程
度
と
短
い
時
間
で
は

あ
る
が
、
各
委

員
会
と
も
自
分

た
ち
の
活
動
を

短
い
時
間
で
ど

う
表
現
す
る
の

か
を
考
え
て
、

ド
ラ
マ
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
紙

芝
居
形
式
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
趣
向
を
こ
ら

し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
収
録

内
容
の
本
放
送
が
期
待
さ
れ
る
。

（
記
事
・
平
新
）

11
月
例
会
開
催
！

　

平
成
17
年
11
月
15
日（
火
）「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
米
子
」に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
委
員
会
の
担
当
に
よ
り
11
月
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。
例
会
開
催
に
あ
た
り
、
武
海
会
長
か
ら

鳥
取
県
団
体
中
央
会
50
周
年
式
典
へ
の
参
加
報
告

と
今
回
の
例
会
に
か
か
わ
る
意
義
な
ど
の
内
容
に

よ
る
挨
拶
の
あ
と
、
委
員
長
タ
イ
ム
で
は
村
岡

政
治
行
政
委
員
長
が
「
転
職
の
す
す
め
」と
し
て
、

自
分
の
転
職
体
験
を
も

と
に
色
々
な
方
々
と
知

り
合
っ
て
き
た
経
験
が

今
に
生
き
て
い
る
と
語

ら
れ
た
。
今
回
の
例
会

は
、
３
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
会
全
体
で
メ
デ
ィ
ア
、
広
報
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
た
。

第
１
部　

西
部
青
年
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
使
用

方
法
の
説
明

　

当
会
が
昨
年
度
に
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ア
ル
を
行
っ

た
会
員
参
加
型
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

も
っ
と
多
く
の
会
員
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
説
明
を
行
っ

た
。

　

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
報
告
を
行

い
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
意
識
と
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
は

例
会
出
欠
、会
の
情
報
の
取
り
込
み
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
積
極
的
に
会
員
が
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
の
効
率
化
が
図
る
事
が
伝
え
ら

れ
た
。
使
用
説
明
は
実
際
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
接
続
し
て
、
例
会
出
欠
用
確
認

フ
ォ
ー
ム
の
説
明
を
中
心
に
行
わ
れ
、
次

回
か
ら
の
利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。
質

疑
応
答
で
は
具
体
的
な
意
見
も
出
た
。

第
２
部　

第
１
回 

中
央
会
テ
レ
ビ
番
組

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
中
央
会
」ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

放
映

　

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
対
外

（
一
般
の
方
）向
け
広
報
活
動
の
テ
レ
ビ
メ

　平成17年11月24日(木)18時30分〜21時30分 「ホテルサンルート
米子」にて、みらいづくり委員会主催「平成17年度新入会員オリエンテー
ション」が開催されました。
　オリエンテーションには平成17年6月〜平成17年11月入会会員を中
心に8名が参加いたしました。
　開会の挨拶として武海会長より『「決断力・判断力」を疑似体験できる場
が西部青年中央会である。』そして、『「求めれば開かれる」場が西部青年中

央会である。』と新入会員に対する激励の言葉からスタートしました。
　武海会長より、第31期スローガン『「創生」〜夢を持って挑めば、必ず実現する〜』についての解説、そして
そのスローガンを達成するための具体的な目標、事業計画に関し新入会員に対して説明がありました。
　参加した新入会員も緊張した面もちで、将来の自分自身を想像しながら聴講していました。
　次に福田副会長より、新入会員に対して4つの心構えについて説明がありました。
●入会後1年以内を新入会員と呼ぶが、委員会及び例会はもとより他の行事にも積極的に参加し、自分自身 
　をアピールする事。
●「鳥取県西部中小企業青年中央会」の団体名及び「綱領」を憶える事。
●社会人としての常識を身につけ実践する事。例えば、委員会・例会等の欠席、遅刻の際の報告。
●西部青年中央会は経済団体であり、ボランティア団体ではない事。
　新入会員オリエンテーションの担当委員会である、みらいづくり委員会より鳥取県西部中小企業青年中央
会の会則及び規約、そして歴史・組織に至るまできめ細かい説明がありました。
　続いてメディアコミュニケーション委員会より「雄飛」「ハンサム」会報、そして、ホームページ活用推進の
ために使用方法について説明がありました。
　最後に、総評として夏山監事より「積極的な参加により多くの会員との人脈を作って下さい」と新入会員に
対する期待の言葉がありました。
　引き続き、懇親会が行われ、「中央会を語る」と題してベテラン会員か
らの体験談や本音など、非常に有意義でためになるお話しがありました。
　私は平成16年12月に入会後、約1年の歳月が経過していますが改め
て西部青年中央会の重み、価値を再認識する事ができました。
　「英知・友愛・団結」の綱領の基、各方面の期待に応えるべく、積極的な
活動を実践していきたいと思います。

（記事・有和）

デ
ィ
ア
利

用
で
あ
る

中
央
会
テ

レ
ビ
番
組

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
中
央
会
」。
第
１
回
が
前

月
に
中
海
テ
レ
ビ
放
送
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ク

セ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
放
映
さ
れ
た
。
そ
の
番

組
を
収
録
の
様
子
も
ま
じ
え
、
15
分
程
度
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
、
今
後
は
一
般
の
方
に
も

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
例
会
に
て
放
映
し
た
。
出
演
者
や
収

録
ス
タ
ッ
フ
全
て
が
中
央
会
会
員
で
あ
る
番
組
制

　

11
月
６
日（
日
）「
安
来
市
和
鋼
博
物
館
」に
お

い
て
、
安
来
市
主
催
の
湾
岸
道
路
開
通
記
念 
第

１
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
２
７
０
０
余
名
の
選
手
が

参
加
さ
れ
、
自
分
達
の
体
力
に
応
じ
た
種
目
（
①

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

②
10
㎞ 

③
５
㎞ 

④
２
㎞ 

⑤

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
６
㎞
）を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
も
『
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
』の
部
に
宮

崎
大
介
会
員
が
参
加

し
、
午
前
10
時 

鹿
之

助
に
扮
し
た
甲
冑
姿

の
島
田
安
来
市
長
の
ス

タ
ー
ト
合
図
に
よ
り
、

博
物
館
前
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
途
中
強
い

向
か
い
風
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
コ
ー
ス
に
苦
戦
す

る
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
中
海
に
面
し
た

湾
岸
道
路
・
干
拓
道
路
を
約
１
時
間
40
分
で
完
走

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
生
」

夢
を
持
っ
て
挑
め
ば
、
必
ず
実
現
す
る

あ
な
た
の

は
な
ん
で
す
か

夢夢

内
田
康
彦
会
員

　

私
は
、
創
業
し
て

12
年
、
中
央
会
に
入

会
し
て
10
年
に
な
り

ま
す
。

　

入
会
当
初
は
創
業

ま
も
な
く
、
若
か
っ

た
せ
い
か
、会
へ
の
出
席
率
も
50
％
そ
こ
そ
こ
で
、

事
業
拡
大
ば
か
り
頭
に
あ
っ
て
、
仕
事
第
一
、
中

央
会
の
こ
と
は
後
回
し
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

事
業
拡
大
で
頭
の
中
は
県
外
の
こ
と
ば
か
り

で
、
人
口
の
少
な
い
鳥
取
県
よ
り
大
都
市
へ
の
出

店
を
優
先
す
る
ば
か
り
に
足
元
が
見
え
ず
、
社
員

や
地
元
の
友
人
、
家
族
等
に
も
か
な
り
迷
惑
か
け

ま
し
た
。

　

拡
大
政
策
の
中
、
社
員
３
０
０
名
、
店
舗
77
店

舗
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
が
、
40
歳
に
な
る
今
考
え

る
と
、
地
元
を
大
切
に
し
て
、
社
員
、
家
族
が
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
事
、
地
域
社
会
に
貢
献
と
い

う
意
味
で
事
業
税
を
地
元
に
沢
山
お
支
払
い
し

て
、
尚
且
つ
、
利
益
が
上
げ
ら
れ
る
会
社
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
中
央
会
活
動
や
愛
の
あ
る

会
社
作
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
お
も
っ
て

お
り
ま
す
。

　

だ
け
ど
・・・
ゆ
く
ゆ
く
は
米
子
に
本
社
を
置
き
、

東
京
な
ど
の
大
都
市
に
も
本
社
を
置
き
「
あ
の
会

社
っ
て
本
社
米
子
な
の
？
」と
い
わ
れ
る
会
社
に

し
た
い
で
す
。
鳥
取
県
西
部
か
ら
全
国
へ
、
そ
し

て
、
世
界
へ
!!!

（
内
田
会
員
を
選
ん
だ
理
由
）

　

昨
年
度
、
私
が
所
属
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
４
委
員
会
で
、
１
年

間
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
頂
い
た
わ
け
で
す
が
、
私

は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
Ｅ
Ｍ
菌
を
委
員
会
活
動
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
こ
と
は
着
眼
点
の

セ
ン
ス
の
良
さ
と
感
性
の
鋭
さ
を
感
じ
る
も
の
で

し
た
。
今
回
の
「
夢
」と
い
う
題
材
に
対
し
て
ど

う
い
う
答
え
を
出
さ
れ
る
の
か
、
私
自
身
、
是
非

お
聞
き
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
お
願
い
し
ま
し

た
。

（
記
事
・
野
田
）

し
ま
し
た
。

　

宮
崎
会
員
に
は
、
本
会
の
Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
『
青

と
白
を
基
調
と
し
た
特
製
ユ
ニ
ホ
ー
ム
（
青
年
中

央
会
及
び
ネ
ー
ム

入
）』
を
着
用
し
て

参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

本
人
の
感
想
は
、

特
製
ユ
ニ
ホ
ー
ム
着

用
は
大
変
照
れ
く
さ

か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
コ
ー
ス
沿
道
で

『
青
年
頑
張
れ
！
』と

か
『
宮
崎
頑
張
れ
！
』と
の
声
援
が
あ
り
、
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

選
手
参
加
以
外
に
も
長
田
会
員
が
暖
か
い
う
ど

ん
と
そ
ば
を
出
店
さ
れ
、
選
手
及
び
関
係
者
の
お

腹
を
満
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
雨
模
様
の
天
候
で
し
た
が
、
大
会

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
宮
崎
会
員
・
長
田
会
員
そ
し

て
私
設
応
援
団
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
記
事
・
み
ら
い
づ
く
り
木
下
副
委
員
長
）

〜
第
１
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
に
参
加
〜

本
会
の
Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
、力
走
！

本
会
の
Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
、力
走
！

中央会の重みと価値を知る！中央会の重みと価値を知る！
〜平成17年度新入会員オリエンテーション開催〜



　

こ
の
度
は
、
県
の
30
周
年
記
念
事
業
に
、
西
部

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
事
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
講

演
会
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
共
に
大
き
な
ミ
ス
も

な
く
、
う
れ
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
（
山
口
商
工
労
働

部
長
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
出
品
）で
大
成
功
に
終
わ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
記
念
講
演
会
で
は
一
般
の
方
も
多
く
来
場
さ

れ
て
お
り
、
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
も

し
っ
か
り
と
宣
伝
で
き
、
認
知
し
て
頂
け
た
事
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
県
の
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
委
員
長
交

流
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
研
修
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
す
。
30
周
年
記
念
事
業
も「
記
念
誌
」

の
発
行
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
半
年
間
は
編
集
作
業
に
携
わ
る
事
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
程
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
記
念
事
業
は
中
部
の
方
を
中

心
に
、
東
部
・
西
部
が
協
力
し
合
い
企
画
・
運
営
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
事
務
局
の
北
浦
さ
ん
に

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
一
言
。「
お
疲
れ
様
で
し

た
！
」。

（
記
事
・
牧
田
県
出
向
）

県
青
中
の
動
き

12月役員会報告

12月忘年例会案内

　12月定例役員会が平成17年12月1日（木）、ホテルサンルート米
子にて開催されました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・12月忘年例会の件
　・1月例会の件
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

メディアコミュニケーション委員会
平成17年11月10日（木）於：ホテルサンルート米子 出席者／17名
議題／担当例会リハーサル、ハンサム、HP、中央会番組について

みらいづくり委員会
平成17年11月9日（水）於：米子ニューアーバンホテル 出席者／9名
議題／講師：国土交通省出雲河川事務所　水環境課　課長
　　　　　　湯浅丈司氏　「中海の水環境について」の講演
　　　新入会員オリエンテーション、1月担当例会について

政治行政委員会
平成17年11月11日（金）於：米子ニューアーバンホテル 出席者／11名
議題／2月担当例会について

ビジネス交流委員会
平成17年11月4日（金）於：米子食品会館 出席者／8名

議題／担当例会（ＯＢ交流会）の反省について

司法問題研究委員会
平成17年11月9日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／9名
議題／企業として裁判員制度にどう取り組むべきかについて

総務委員会
平成17年11月4日（金）於：ホールサムインかいけ 出席者／14名
議題／忘年例会について

ビジョン検討委員会
平成17年11月11日（金）於：米子食品会館 出席者／9名
議題／皆生トライアスロンに対する当会協力体制の在り方について

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

11月度委員会報告

　と　き：平成17年12月15日（木） 18：50 着座  19：00 開会
　ところ：ホテルサンルート米子
　内　容：来賓、ＯＢ会員をお招きして、アトラクション等を行う。
　担　当：総務委員会、ビジョン検討委員会

松
田
幸
紀
会
員

名　
　

称
：
お
ば
ち
ゃ
ま
キ
ッ
チ
ン

場　
　

所
：
角
盤
町
２
丁
目
10—

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９—

31—

０
５
１
１

営
業
時
間
：
Ｐ
Ｍ
５
時
〜
Ａ
Ｍ
１
時

定
休
日
：
不
定
休

オ
ー
プ
ン
：
Ｈ
17
年
11
月
11
日（
金
）

記
者
が
選
ぶ
！
突
撃
！

気
に
な
る
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
て
…

景　

幹
雄
Ｏ
Ｂ

　

今
回
は
景
Ｏ
Ｂ
の
近
況
報
告
で
は
な
く
、
御
本

人
の
現
役
会
員
時
代
の
想
い
出
話
し
を
取
材
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN 

岸
本（
以
下
チ

ビ
ト
ラ
）を
元
に
西
部
青
年
中
央
会
の
当
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
い
ま
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
を
に
つ

い
て
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
度
地
域
交
流
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ

た
景
Ｏ
Ｂ
会
員
が
委
員
会
活
動
と
し
て
チ
ビ
ト
ラ

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
と
き
、
諸
事
情
に
よ
り

「
中
央
会
」と
し
て
の
活
動
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
「
中
央
会
の
地
域
交
流
委
員
会
」の
委
員
会
活

動
と
し
て
携
わ
っ
た
事
、
そ
の
年
度
の
６
月
の

年
間
報
告
の
際
に
は
チ
ビ
ト
ラ
が
８
月
開
催
の
為

に
実
績
が
全
く
ゼ
ロ
の
状
態
の
ま
ま
報
告
を
し
な

山
中
隆
司
会
員

31
期
卒
会
記
念
！

思
い
出
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

お
店
オ
ー
プ
ン

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
等
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
「（
チ
ビ
ト
ラ
を

す
る
に
あ
た
っ
て
）金
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
け
ど
中
央

会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
ら
な
ん
と
か
な
る
か

ら
や
っ
ぱ
り
中
央
会
は
す
ご
い
。」と
仰
っ
て
い
た

の
が
、
が
印
象
的
で
し
た
。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
〉

　
「
時
代
の
流
れ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
昔
と
違
っ

て
今
は
う
る
さ
い
人
が
少
な
く
な
っ
た
か
な
。
今

後
中
央
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
現
在

の
会
員
が
考
え
る
べ
き
だ
け
ど
、
５
年
後
、
10
年

後
の
時
代
の
先
を
読
ん
で
活
動
が
で
き
た
ら
い
い

と
思
う
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
景
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

私
と
景
Ｏ
Ｂ
と
は
仕
事
上
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
私
が
中
央
会
に
入
会
す
る
以
前
か
ら
面
識
が
あ

り
、
中
央
会
の
Ｏ
Ｂ
だ
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
景
Ｏ
Ｂ
が
現
役
会

員
だ
っ
た
頃
の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
事
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
と
取
材
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
景
Ｏ
Ｂ
会
員
に
は
約
２
時
間
の
長
時

間
に
わ
た
り
取
材
に
付
き
合
っ
て
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
記
事
・
濵
田
）

　平成17年11月19日（土）湯梨浜町「ハワイアロハホー
ル」において鳥取県中小企業青年中央会創立30周年記念
講演会が開催された。講師は鳥取市出身、HRDエンジニ
アリング・ディレクター兼任F1チーム「BAR-Honda」シニ
ア・テクニカル・アドバイザーの中本修平氏。
　当日は会場にBARのF1マシン展示もあり、講演会は一
般の入場者も合わせて会場が埋め尽くされた。中本氏は

「現場のF1世界がどういうものか、皆様に伝わればと思
います。」と、エンジン開発から車体技術まで、スライド
を交えながら細かく、わかりやすく説明された。
　質疑応答では日本人ドライバー佐藤琢磨との関係、F1
界の裏話など、コアな話も披露され、来場した会員はも
とより、コアなＦ1ファンもうなるほどF1の世界を満喫

できたようだ。
　講演の中で中本氏は、何事にも「 あきらめない。失敗しても挽回する。柔軟な発想」とい
うホンダスピリットの心がまえや、自分の必要とする人間はどういう人間がいいかという
質問には、「答えがないものにぶつかっていこうとする人」「自分で考えようとする人」「な
いものを自分で見つけようとする人」などと話し、世界一を目指す貫禄の言葉を聞くことが
できた。
　「F1に携わって5年、F1のてっぺんを取らないと先には進めない。まずは1勝を目指す。」
と言う中本氏。そのポジティブな考え方に、自分ももっと自己研鑽をしなければいけない
と強く感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事・景山）

30周年記念講演会

　30周年記念講演会が大成功に終わったあと、「倉吉シ
ティホテル」において引き続いて記念式典が行われた。
　式典はまず当会に御尽力頂いた物故者の方々に哀悼の意
を込めた黙とうから始まり、続いて綱領唱和、家高謙二
17年度会長の挨拶、鳥取県中小企業団体中央会への感謝
状及び記念品のビンテージワインの贈呈が行われた。そし
て本当にたくさんのご来賓の方々から祝辞を頂戴した。
　終盤には県青中の30年の歩みをまとめた映像がプロ
ジェクターで映され、会の設立された経緯、また設立した当時から現在に至るまでの主な
活動内容・活動方針などが年度ごとに紹介された。その映像の最後に鳥取県中小企業青年中
央会の生みの親である故中村実会長の「私はその最終目標を後継者づくりにかけているが、
それは青年中央会への願いでもあり、その成果は青年中央会そのものである。中小企業の
明日は青年中央会のメンバーによって素晴らしい未来に開拓されるものと確信している。」
という中央会への熱い想いの言葉が紹介されたのが記念式典の最後を飾るのにふさわしく
感動的だった。

（記事・濵田）

30周年記念式典

　引き続き、18:00より祝賀会が行われた。来
賓の方々を中心に景気良く鏡開きが行われ、山口
祥義鳥取県商工労働部長のご挨拶で乾杯となっ
た。
　しばしの歓談後、アトラクションとして大津昌
克県監事の司会でチャリティーオークションが開
かれた。このオークションは、本田技研工業株式
会社のご好意で非売品のF1グッズなどを提供頂
き実現したものだった。

　佐藤琢磨直筆（?）サイン入りのパンフレット、BAR Hondaレーシングチームのオフィ
シャルユニフォーム、中国グランプリのスタッフフリーパス券やフラッグ等々、マニアな
らずともファンにとって喉から手が出るほど欲しいであろう品々、しかも非売品であるか
ら、オークションでは数万の価値のあるものばかりが次々と競り落とされていったのであ
る。出品物の価値の高さと大津監事の名司会(?)に煽られ、会場も異様な盛り上がりを見せ
た。大取は山口商工労働部長出品の「山口部長と面談後、課長にお茶を立てて頂き、その後、
お話しできる権利」だった。この課長は県職員の中でも優秀な女性だそうだ。○田県出向監
事！落札、おめでとうございます！ちなみにオークションの収益金は、県を通し「 あしな
が育英会」に寄付される予定である。
　平野裕章直前会長の中締めで無事お開きとなった。

（記事・牧田）

30周年記念祝賀会

　

中
央
会
の
思
い
出
の
写
真
も
厳
粛
な
も
の
か

ら
、放
送
禁
止
す
れ
す
れ
の
物
ま
で
あ
り
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
の
面
か
ら
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
家

族
が
こ
れ
か
ら
も
私
の
宝
物
で
す
。

　

名
称
の
通
り
、
昔
懐
か
し
の
味
（
お
ふ
く
ろ
の

味
）、
手
造
り
の
味
を
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
い
う
お
店
で
す
。
１
Ｆ
は
鉄
板
を
前
に
カ
ウ

ン
タ
ー
席
、
２
Ｆ
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
個
室
を

完
備
。
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
顔
を
の
ぞ
か

せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
中
央
会
の
方
々
は
ス
タ
ッ
フ
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。
何
か
イ
イ
事
が
あ
り
ま
す
の
で
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
、
彦
名
に
住
む
某
会

員
の
畑
で
芋
堀
大
会
が
行
わ

れ
、
初
参
加
。
そ
の
時
の
事

で
あ
る
。
朝
か
ら
天
気
に
恵

ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
芋
掘
り

日
よ
り
。
そ
の
中
で
も
一
際

目
立
つ
の
が
、
大
き
な
鉄
板

を
前
に
ハ
チ
マ
キ
姿
の
Ｔ
会
長
！
か
な
り
の
本
気

モ
ー
ド
で
あ
る
。
だ
が
ご
存
知
の
通
り
、
本
業
は

看
板
屋
さ
ん
。
旨
く
焼
き
そ
ば
を
焼
く
事
が
で
き

る
の
か
？
だ
が
そ
の
心
配
を
よ
そ
に
、
フ
タ
を
開

け
れ
ば
そ
の
辺
の
屋
台
の
主
人
よ
り
手
際
良
く
焼

い
て
お
ら
れ
た
。
さ
す
が
！
こ
れ
ぞ
会
長
！
と
思

わ
せ
る
仕
事
振
り
。
頭
が
下
が
る
。        

　

さ
て
話
は
代
わ
り
、
本
題
は
と
言
う
と
、
ま
た

ま
た
出
ま
し
た
！
０
副
会
長
の
隠
し
子
疑
惑
！
新

入
会
員
の
私
に
、
某
カ
メ
ラ
専
門
の
、
Ｍ
会
員
が

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、「
こ
れ
は
使
え
る
！
」と

言
っ
て
撮
ら
れ
た
の
が
こ
の
写
真
で
あ
る
。
Ｍ
会

員
い
わ
く
、「
何
年
に
一
度
必
ず
こ
の
話
題
は
ス

ク
ー
プ
さ
れ
る
な
あ
ー
」だ
そ
う
で
す
。
そ
の
何

年
に
一
度
の
場
面
に
、
立
会
い
出
来
た
の
も
、
こ

の
芋
掘
り
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
か
ら
こ

そ
。
芋
畑
提
供
者
に
感
謝
！
Ｔ
会
長
、
Ｏ
副
会
長

を
３
面
記
事
で
取
り
上
げ
る
な
ん
て
10
年
早
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
お
許
し
を
！

注
：
Ｏ
副
会
長
と
赤
ち
ゃ
ん
は
ま
っ
た
く
の
他
人

で
す
。
あ
し
か
ら
ず
。

（
記
事
・
松
田
）

３
面
記
事 

お
も
し
ろ
ネ
タ
！

３
面
記
事 

お
も
し
ろ
ネ
タ
！


